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《主要目》貨物船、三菱商事所属、6″804総トン (0′000重量 トン)

主機ディーゼル 1基、出力4′000馬力、最高速力 65/ッ ト、 938年
三菱長崎造船所建造

苛烈な戦火をかいくくめた奇跡の貨物船

写真上 三 菱重工業

戦
後
は
韓
国

の
フ
ラ
グ

シ
ッ
プ

に

さ
き
の
大
戦
で
日
本
は
、
二
千
四
百
隻
、
八
百
万

裕
ト
ン
と
い
う
膨
大
な
数
の
問
船
を
失

っ
た
。

こ
の
喪
失
量
は
、
開
戦
前
に
世
界
第
二
位
だ
っ
た

六
百
三
十
万
総
ト
ン
の
保
有
量
を
は
る
か
に
こ
え
る

も
の
で
あ
り
、
戦
時
中
急
造
さ
れ
た
い
を
含
め
、
戦

前
わ
が
国
が
誇
っ
た

「
日
の
丸
商
船
隊
」
の
船
ぶ
ね

の
ほ
と
ん
ど
が
、
多
数
の
人
命
と
と
も
に
海
底
深
く

没
し
去
っ
た
。
終
戦
を
迎
え
た
と
き
、
戦
前
の
優
秀

船
で
生
き
残

っ
た
も
の
は
、
氷
川
丸
、
高
砂
丸
、
有

馬
山
丸
な
ど
、
数
え
る
ほ
ど
し
か
な
か
っ
た
。

こ
こ
に
紹
介
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
航
路
の
貨
物
船

「和
浦
丸
」
（か
ず
う
ら
ま
る
）
は
、
そ
の
数
少
な
い

残
存
船
の

一
隻
で
あ
る
が
、
大
戦
後
は
韓
国
に
接
収

さ
れ
、
「
コ
リ
ア
」
と
改
名
、
再
び
竣
工
時
と
同
じ
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
航
路

（韓
国
～
Ｎ
Ｙ
）
に
復
帰
し
た
。

当
時
彼
女
は
、
国
づ
く
り
の
活
力
が
み
な
ぎ
る
韓
国

の
、
最
大
に
し
て
最
優
秀
の
商
船
だ
っ
た
。

か
つ
て

「
和
浦
丸
」
に
乗
り
組
み
、
激
し
い
戦
火

を
か
い
く
ぐ
っ
て
き
た
船
員
た
ち
は
、
戦
後
、
韓
国

貨
物
船

「
コ
リ
ア
」
と
し
て
立
派
に
再
生
し
た
彼
女

の
姿
を
太
平
洋
上
に
見
た
と
き
、
い
い
知
れ
ぬ
な
つ

か
し
さ
を
覚
≡え
た
と
い
つ
。

軍
艦
の
世
界
で
は
、
旧
帝
国
海
軍
の
駆
逐
艦

「雪

風
」
が
、
数
多
く
の
海
戦
を
戦
い
ぬ
い
た
奇
跡
の
艦

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
同
艦
は
、
戦
後
は
中
華
民



国
海
軍
の
主
力
艦

「丹
陽
」
と
名
を
改
め
て
活
躍
し

た
が
、
韓
国
商
船
隊
の
フ
ラ
グ
シ
ッ
プ
に
生
ま
れ
変

わ
っ
た

「和
浦
丸
」
も
ま
た
、
ど
ヨ
風
」
に
似
た
運
命

を
も
っ
た
奇
跡
の
船
と
い
え
よ
う
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
航
路
の
貨
物
船
と
し
て
誕
生

「和
浦
丸
」
は
、　
一
九
二
八

（昭
和
十
三
）
年
十
二

月
に
三
菱
長
崎
造
船
所
で
誕
生
し
た
優
秀
デ
ィ
ー
ゼ

ル
貨
物
船
で
、
三
菱
商
事
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
航
路
に

就
航
、
そ
の
華
や
か
な
生
涯
を
踏
み
出
し
た
。

一
九
二
八
年
十
二
月
と
い
え
ば
、
開
戦
ま
で
あ
と

三
年
。
し
た
が
っ
て
彼
女
が
、
平
時
の
日
本
貨
物
船

と
し
て
つ
つ
が
な
く
稼
働
し
た
の
は
、
残
念
な
が
ら

ほ
ん
の
わ
ず
か
な
期
間
だ
っ
た
。

一
九
四

一

（昭
和
十
六
）
年
半
ば
を
過
ぎ
る
と
、

日
米
間
の
国
交
は
次
第
に
険
悪
化
し
、
日
本
船
が
パ

ナ
マ
運
河
を
通
過
す
る
と
き
に
は
、
必
要
以
上
に
厳

し
い
臨
検
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
結
局
、
そ
の

年
六
月
の
内
地
帰
港
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
航
路
が
、
彼

女
に
と
っ
て
戦
前
最
後
の
外
国
航
路
と
な
っ
た
。

同
年
九
月
、
徴
用
。
字
品
へ
回
航
。
木
製
の
偽
装

砲
や
爆
雷
発
射
台
が
、
甲
板
上
に
装
備
さ
れ
た
。

大
平
洋
戦
争
が
勃
発
し
た
同
年
十
二
月
八
日
の
そ

の
日
、
陸
軍
輸
送
船

「和
浦
丸
」
は
、
ル
ソ
ン
島
北

岸
の
ア
パ
リ
に
上
陸
す
る
陸
軍
将
兵
二
千
人
を
乗
せ

て
、
バ
シ
ー
海
峡
を
南
下
し
て
い
た
。

こ
の
上
陸
作
戦
に
続
い
て
、
ル
ソ
ン
島
サ
ン
フ
ェ

ル
ナ
ン
ド
、
ラ
ン
グ
ー
ン
、
バ
ラ
オ
、
ラ
バ
ウ
ル
な

ど
へ
の
輸
送
に
従
事
。
翌

一
九
四
こ

（昭
和
十
七
）

年
後
半
に
は
、　
ニ
ュ
ー
ギ
エ
ア
輸
送
作
戦
に
参
加
し

た
。
ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ
ー
攻
略
部
隊
を
ラ
バ
ウ
ル
か

ら
ニ
ュ
ー
ギ
エ
ア
ヘ
運
ぶ
こ
の
作
戦
は
、
十
力
月
間

続
け
ら
れ
、
多
く
の
貨
物
船
が
失
わ
れ
た
。

疎
開
船
対
馬
丸
の
遭
難
現
場
を
脱
出

一
九
四
四

（昭
和
十
九
）
年
八
月
二
十

一
日
の
タ

方
、
「和
浦
丸
」
は
、
日
本
郵
船
の
Ｔ
ク
ラ
ス
貨
物
船

「対
馬
丸
」
な
ど
三
隻
で
船
団
を
組
み
、
那
覇
を
出

航
、
長
崎

へ
向
か
っ
た
。
船
倉
内
に
は
、
戦
火
を
避

け
る
た
め
、
沖
縄
か
ら
九
州
へ
疎
開
す
る
学
童
千
五

百
十
四
人
が
乗
船
し
て
い
た
。

「和
浦
丸
」
の
村
上
船
長
は
、
乗
船
者
が
幼
い
学
童

で
あ
る
た
め
、
特
に
警
戎
を
厳
し
く
し
て
操
船
に
当

た
っ
た
。
だ
が
翌
二
十
二
日
深
夜
、
船
団
が
ト
カ
ラ

列
島
の
悪
石
島
沖
を
航
行
中
、
悲
劇
が
突
如
、
僚
船

「対
馬
丸
」
を
製

っ
た
。
米
潜
水
艦

「ボ
ツ
フ
ィ
ン
」

の
発
射
し
た
魚
雷
四
本
が
、
「対
馬
丸
」
に
命
中
。
船

は
、
船
倉
に
多
数
の
児
童
を
残
し
た
ま
ま
、
わ
ず
か

十

一
分
で
沈
没
し
た
。
船
と
と
も
に
暗
い
海
に
消
え

た
犠
牲
者
は
、
七
百
八
人
の
学
童
を
含
め
実
に
千
五

百
二
十
九
人
。
「
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
」
号
の
遭
難
者
千
五

百
二
人
を
上
回
る
大
修
事
と
な
っ
た
。

二
十
ク
ラ
ス
近
く
の
学
童
数
に
匹
敵
す
る
幼
い
生

命
が
失
わ
れ
た
こ
の
胸
の
痛
む
事
件
に
つ
い
て
は
、

戦
後
何
冊
か
の
著
書
が
出
て
い
る
ほ
か
、
ア
ニ
メ
映

画
も
制
作
さ
れ
、
今
で
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

も
し
魚
言
が

「
和
浦
丸
」
に
命
中
し
て
い
た
ら
、

「和
浦
丸
」
の
船
倉
に
は

「対
馬
丸
」
に
倍
す
る
学

童
が
居
た
の
で
、
犠
牲
者
は
も
っ
と
多
く
な
っ
た
だ

ろ
う
。
こ
の
あ
た
り
に
、
筆
者
は

「和
浦
丸
」
の
強

運
を
思
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
と
も
か
く
彼
女
は
、
う

し
ろ
髪
を
引
か
れ
る
思
い
で
現
場
を
脱
出
、
二
日
後

に
長
崎
に
入
港
し
、
学
童
を
無
事
ｔ
陸
さ
せ
た
。

戦
況
は
日
増
し
に
不
利
と
な
り
、
日
本
船
の
被
害

も
激
増
し
た
が
、
彼
女
は
不
思
議
に
敵
の
攻
撃
を
免

れ
て
い
た
。
だ
が
、
終
戦
直
前
の

一
九
四
五

（昭
和

二
十
）
年
七
月
下
旬
、
釜
山
港
口
で
つ
い
に
触
雷
。

港
内
に
個
座
し
た
ま
ま
終
戦
を
迎
え
た
。

戦
後
、
「和
浦
丸
」
は
韓
国
の
手
で
引
き
揚
げ
ら
れ
、

韓
国
貨
物
船

「
コ
リ
ア
」
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
航

路
に
カ
ム
パ
ッ
ク
し
た
こ
と
は
、前
述
の
と
お
り
だ
。

の
ち
に
不
定
期
貨
物
船
に
な
っ
て
か
ら
は
、
日
本
の

港
に
も
そ
の
姿
を
現
し
た
。

筆
者
も
横
浜
港
で
し
ば
し
ば
彼
女
の
タ
ン
ブ
ル
ホ

ー
ム
の
特
徴
あ
る
船
体
を
見
か
け
た
も
の
だ
。
ひ
っ

そ
り
と
停
泊
し
て
い
る

「
ヨ
リ
ア
」
の
赤
錆
だ
ら
け

の
外
板
を
眺
め
た
と
き
、
昭
和
の
激
動
期
を
生
き
抜

い
て
き
た
彼
女
の
深
い
年
輪
が
感
じ
ら
れ
た
。

一
九
七
六

（昭
和
五
十

一
）
年
、
彼
女
は
金
山
で

解
体
さ
れ
、
三
十
八
年
の
波
乱
の
船
歴
を
閉
じ
た
。

（山
田
　
廼
生
）


